
（第6号様式）

北海道景観づくりサポート企業 取組状況報告書

令 5年4月 11日

北海道知事様

登録番号第 90 号
名 称勝幸辰建設株式会社
代表者名 代表取締役社長河村直樹

北海道景観づくりサポート企業登録制度実施要綱第 11条の規定により、取組状況を
報告します。

項 自 地域の質を高めるための取り組み

期 問 令和4年5月19日

取組概要 苫小牧市内の道道臨港北通りの清捕活動の実施。

約4kmの上下線歩道における空き缶やゴミなどの回収清揖活動の実施

I頁 自 令和3年10月13日

期 間 景観資源の維持保全活動

取組概要 苫小牧市晴海町にあるきらきら公園周辺施設の清掃活動。

きらきら公園沿道のゴミ回収や緑地帯の空き缶百収などの景観維持活

動の実施。



（第3号棟式）

北海道景観づくりサポート企業 取組計画書

令和5年 4月 11日

名 称勝幸肢建設株式会社

代表者名代表取締役社長 河村直樹

項 目 令和5年5月予定

期 間 地域の質を高めるための取り組み

取組概要 苫小牧市内の道道臨港北通りの清掃活動の実施。

約4kmの上下線歩道における空き缶やゴミなどの回収清掃活動の実施

項 目 令和5年10月予定

期 間 景観資源の維持保全活動

取組概要 苫小牧市晴海町にあるきらきら公園周辺施設の清掃活動。

きらきら公園沿道のゴミ困収や緑地帯の空き缶回収などの景観維持活

動の実施。

注） 3つ以上の項目がある場合、取組概要が書ききれない場合は、 2枚以上になって構いません。
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今
回
は
、
道
辺
臨
海
北
通
り

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
入
口
か

ら
苫
小
牧
港
通
り
交
差
点
ま
で

の
南
側
歩
道
お
よ
び
緑
地
帯
の

3
・
5
J
V
Mの
区
間
で
実
施
し

【苫
小
牧
発
】
勝
幸
反
磁
段
一苫
小
牧
市
内
の
道
路
で
消
帰
活
一た。

附
（
河
村
E
樹
社
長
）
は
四
日
、

一m
p
p付
っ
た
。
社
員
同
人
が
参
一

当
日
は
、
社
員
凶
人
が
参

加
し
、
冬
の
聞
に
た
一加
。
通
行
す
る
大
型
車
両
等
に

ま
っ
た
と
み
を
拾
い
祭
一注
窓
し
な
が
ら
、
冬
の
間
に
た

め
地
域
の
現
境
美
化
に
一ま
っ
た
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

賃
献
し
た
。

一ル
、
紙
パ
ッ
ク
等
を
可
燃
と
み

同
社
は
、
社
会
賃
献
一と
不
燃
円
」
み
に
分
け
な
が
ら
回

活
動
の
一
環
と
し
て
例
一収
し
た
。

εみ
は
、
市
環
境
衛

年
答
ー
と
秋
の
つ
菌
、
主
生
部
と
事
前
協
強
の
上
、
適
切

路
の
偶
川
端
活
問
を
待
つ

一に
処
理
し
た
。

て
い
る
。

一

作
業
後
、
道
路
は
晃
違
え
る

i
i
l
l
i
t－
－

1
1
1
1
1
1
J
一ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
、
歩
行
者

3
・

5盛
岡
で
二
ら
が
快
適
に
利
用
で
き
る
震

活
動
レ
ペ
亡
が
撃
え
ら
れ
た
。

一銭廃棄物、建設廃棄物、アスベストなど
多様な廃棄物の収集運級、処分をいたします．
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地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

勝
幸
辰
建
設
道
路
清
掃

日
、
壮
瞥
町
内
で
地
域
内
H
献
活
二
フ
ン
テ
ィ
ア
活
動
酔
行
っ
た
。

動
を
実
施
し
た
。
横
綱
北
の
湖
一

当
日
は
、
両
社
か
ら
合
わ
品

目
念
館
・
壮
瞥
町
郷
土
資
料
館
一て
6
人
が
参
加
。
計
河
台
分
m

と
、
隣
按
す
る
壮
瞥
温
泉
ゆ
l
一駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
脅
す
る
駐
聞

あ
い
の
雰
駐
車
淘
の
区
一
画
線
を
一場
は
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
っ
ず

引
き
直
し
、
安
全
に
利
用
で
一

一区
画
緑
が
消
え
か
か
っ
た
状
朗

る
環
境
を
掌
え
十
、

一に
。
約
2
時
間
半
か
け
て
了
間

道
栄
建
設
は

「4
5
3号
壮
一に
引
き
直
し
た
。

瞥
町
鱈
渓
改
旦
（
室
蘭
関
建
一

作
業
後
、
区
画
線
は
は
っ
告

発
注
）
な
Y
豆
現
場
、
道
路
工
一
P
と
見
え
や
晶
、
つ
に
な
り
、

業
は
「
4
5
3号
壮
瞥
町
餓
渓
一全
な
利
用
環
抽
出
づ
く
り
に
寄

舗
装
ほ
か
一
連
」
（
同
〕
を
町
一し
た
。

内
で
施
工
。
今
回
、
お
世
話
に

【室
閣
発
】
道
栄
建
設
附
（
壮
一工
業
附
（
札
幌
、
中
田
隆
御
社
－な
っ
た
地
域
へ
の
恩
返
し
の
怒

也
、
小
田
由
三
社
長
）
と
道
路
－円一C
m
E
浦
工
事
事
務
所
は
は
山
－味
を
込
め
て
、
2
社
合
同
で
ボ

駐車場区画線引き直し

道栄建設、道路工業が壮瞥で
マ
施
工
個
所
点
在

一水
構
造
物
、
重
量
。
成
一塁

盤

338平
安
以
一値
工

2
8点
以
上
手

L
J所
益

誌

官

カ

ー

ボ

ン

一
問

問

料

品

一官

訪

問

す

防

音

地

一
指

摘

下

降

一
一

一

解

明

市

一マ
一
堂

木

A
工

会

の

単

一
吾
川
、
ア
ス
襲
、
排
水
霊
一
v工
事
概
要

一【
西

風

述

書

警

護

護

一
シ
ャ
を
保
有
す
l
ス
可
）

協調
U

刊
日
拝
見
広
明
尋
問
一F
1月初
日
ま
で
（
フ
一ロ

特

品

弘

子

安

f
h
h樋管
点
検



に
聞
き
入
っ
て
、
建
築
刊
誌
仕
－

原
賓
員
長
は
見
学
会
に
つ
い

－し
た
。

一会
」
と
替
か
れ
た
黄
色
の
放
を

一事
を
身
近
に
廠
じ
た
。

一て
「
実
際
の
工
事
現
場
を
見
る
一

妥
員
会
で
は
、
羽
田
に
も
苫
一振
っ
て
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー

一

そ
の
後
行
わ
れ
た
座
輔副
会
で
一乙
と
で
建
築
業
の
面
白
さ
や
策
－小
牧
工
業
高
校
時
辿
策
科
1
年
生
一に
交
通
ル
l
ル
の
順
守
と
事
故

－ず
る
こ
と
酔
酋
的
に
、
現
場
見
一は
、
講
演
や
窓
見
交
換
を
通
し
一し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

一
人
一
ω人
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
一防
止
を
訴
え
た
。

一学
会
を
失
砲
し
て
い
る
。

一て
、
生
徒
た
ち
に
建
築
現
場
の
一で
も
多
く
業
界
の
仕
事
に
携
一を
予
定
し
て
い
る
。

一

街
路
啓
発
終
了
後
に
は
、
秋

－

こ
の
日
は
、
同
校
建
築
科
2
一懸
力
b
E
K
え
た
匂

－わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
－

一

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
題
し
て
、

一年
生
幻
人
が
診
加
。
径
員
会
か
一

l
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1－
－

－

－

I
l
l
i－
－

－

－

I
l
i
l
i－
－

1
1
1
1
1

一
同
地
区
の
駐
車
構
や
国
道
沿
い

【室
蘭
発
】
申
請
建
護
協
一た
。
室
蘭
市
内
で
進
む
建
築
工
ア
員
委
員
長
世
ほ
じ
め
野
呂
則
一

雪、
た
る
ま
街
道
安
全
運
転
を
願
う

会

一

者
を
泊
や
さ
な
い
た
め
に
地
域
一の
と
み
拾
い
を
実
施
。
ベ
ッ
ト

旦
会
（
中
田
孔
幸
会
長
）
の
廼
築
一事
3
現
場
写
青
し
た
ほ
か
、
五
副
委
員
長
、
議
員
4
人
、
室

一

一

の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
の
取
組
一ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
と
み
く
ず

削
一
言
会
（
原
広
吉
室
長
）
は
一意
見
交
換
な
ど
を
島
に
座
談
一蘭
著
か
ら
建
警
護
の
小
一

旗

波

で

交

通

安

全

訴

え

る

一

が
大
事
と
な
っ
て
く
る
」
と
呼
一な
ど
を
拾
い
器
、
建
設

旦

昔

、

室

聖

書

事

選

一会
実
施
。
震
を
ち
は
建
一菅

武

夫

毒

菌

tた。
一

ク

J
I
J
f轄
で
環

境

美

色
、
も
一
び
か
け
た
。

一
に

き

た

部
一
科
2
年
生
を
対
象
と
し
た
建
築
一築
工
事
の
迫
力
を
感
じ
な
が
一

現
場
見
学
で
は
「
絢
カ
ナ
モ

一

｛

ィ

一

こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
国
近
一

ヨ
一
工
事
現
場
見
学
会
を
開
催
し
一ら
、
興
味
津
々
な
惨
4
4
で
場
内
一ト
筆
蘭
営
業
所
事
務
所
建
替
」

－
【
小
樽
発
】
F
ば～
wax－品街道
一倶
知
安
町
内
の
建
設
会
社
や
商
一
5
号
沿
い
に
並
ん
で
「
交
通
安
－

2
m－

闘
を
見
て
回
り
、
資
へ

一
（
藤
川
建
設
側
施
工
）
、
「
カ
ナ
一安
全
運
転
語
、フ
会
（
大
代
主
店
な
ど
で
麗

Z竺
た
る
ま
一

一
人百

四
時
の
関
心
を
深
め
た
。

－モ
ト
室
蘭
営
業
所
倉
問
題
替
」

一線
代
表
）
は
M
目
、
倶
知
安
町
一街
道
安
全
運
転
を
願
う
会
は
、

一B

一
一

町田

建
築
蚕
民
会
は
、
若
一
（
東
海
建
設
側
海
工
）
、

「西
い
一峠
下
で
草
作
通
安
全
集
会
を
突
施
一毎
月
日
日
の
涜
民
交
通
安
全
速
一

量
年
建
設
従
事
者
入
職
促
一ぷ
り
広
域
迎
合
薪
中
間
処
理
施
一し
た
。
約
印
人
が
参
加
者
し
、

一転
の
日
争
菌
安
に
街
頭
唇
発
を
一

極
進
や
建
築
業
の
イ
メ
l
一設
建
設
」
（
大
成
・
藤
川
・
主
想
定
絞
り
な
が
白
書
巣
主
行
っ
て
い
る
。

一

函
ジ
向
上
智
凶
っ
て
、
若
－海
J
V施
工
）
争
訪
れ
た
。

一通
符
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
一

当
日
は
、
後
宮
山
総
合
振
興
局

i
年
者
を
申
心
と
し
た
恕
一

「
カ
ナ
モ
ト
室
開
笛
築
所
倉
一安
全
逆
転
P
停
び
か
け
た
。
ま
一
の
天
沼
字
経
局
長
を
は
じ
め
、

築
業
お
よ
び
建
築
工
事
一血
建
容
」
の
現
場
で
は
、

3
月
一た
、
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
突
一小
橋
開
建
倶
知
安
開
発
お
務
所

に
対
す
る
関
心
を
喚
起
一に
同
校
を
卒
業
し
4
月
に
東
海
一施
し
、
環
境
尖
化
に
汗
を
流
し
一の
職
員
、
会
員
企
業
か
ら
約
切

e

’
ol

i
d－譲
に
入
号
た
江
良
木
章
一
た

。

丈

が

参

加

。

活

動

に

先

立

つ

暴
言
の
現
場
を

二
さ
ん
が
工
霊
室
長
説
明
一

ニ
セ
コ
翼
側
（
倶
知
安
、

一て
、
天
沼
局
長
が

「管
内
の
死

亘

τヒ
一

」

＠

E
よ
b
t
O
B

俗
陶
之
社
長
）
を
は
じ
め
、

一亡
蕊
放
は
、
昨
年
に
比
べ
て
減

て
い
る
が
、
今
後
、
犠
牲

( 6 ) 

建
築
現
場
の
迫
力
体
感
を

室
蘭
建
協

室
工
高
生
対
象
見
学
会

国
道
5
号
で
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
た

駐
車
帯
な
ど
で
ご
み
を

拾
っ
た

aF

－清
掃
を
仔
っ
た
。
同
社
役
職
員
－が
参
加
。
担
当
部
長
が
「
大
型
E

ur

一辺
人
が
診
加
。
歩
道
の
と
み
を

一車
両

・作
業
車
両
な
ど
に
注
窓

一

当
日
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

d
J

一丁
寧
に
拾
い
集
め
、
地
域
の
環

一し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
あ

－

一カ
l
、
ロ
l
夕
日
除
雪
車
、
除

小

品

一

境
笑
福
に
寄
与
し
た
。

一と
、
安
全
対
策
を
十
分
に
隣
じ

－

一宮
グ
レ
ー
ダ
、
除
包
ト
ヨ
y

nH

一

同
社
は
、
市
が
設
定
す
る
客
一た
よ
で
作
業
を
実
施
し
た
。

E

一ク
、
路
面
憎
姉
邸
中
」
各
工
台
用

量

芳

一

と
秋
の
洞
術
活
動
月
間
に
合
わ
一

診
加
者
は
火
は
さ
み
な
ど
を
一

一窓
。
車
両
の
述
搬
に
は
、
側
そ

境

せ

て
、
毎
年
、
選
豪
語
一使
っ
て
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
霊
E

【網
走
発
｝
網
走
開
詰
定
石
高
さ
に
驚
い
た
。

一う
け
ん
（
網
走
、
中
村
圭
社

魯

恭

一

の
一
環
と
し
て
清
掃
海
助
を
突

↑き
缶
、
コ
ン
ビ
ニ
と
み
、
た
ば
圃
道
路
事
務
所
は
日
目
事
務
所
一

網
走
辺
路
事
務
所
で
は
、
道
一長
）
、
附
丸
七
高
橋
組
（
斜
里
、

九

ソ

一

施
し
て
い
る
。

一
r
の
吸
い
殻
等
を
了
寧
に
回
収
園構
内
で
網
走
市
立
西
小
学
校
と
一路
の
安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
一高
橋

一
成
社
長
）
、
斜
里
巡
回且

掛

一

今
回
は
、
市
入
船
町
き
喜

一し
た
。

－南
小
護
の
工
童
書
忽
に
一に
必
要
な
道
路
維
持
作
業
へ
の
主

語
（
斜
里
、
音
量
社

）

卸

一

ら
公
理
側
歩
道
と
完
毒

一

作
業
後
、
た
ま
っ
た
と
み
は
圃道
路
維
持
除
毒
覧
室
互
理
解
員
心
集
め
て
も
や
三

長
）
、
側
早
水
組
（
網
走
、
早

i

譲

地

一

『

霊

童

ぶ

三

宅

活

孔

い

に

な

く

な

り

1
1白
州
－
室

長

っ

児

警

；

、

グ

一乙
と
を
目
刊
に
毎
年
、
維
持
除
水
均
社
長
）
が
協
力
し
た
。

庄日
圃

【苫
小
牧
発
】
勝
幸
震
建
設
－は
日
目
、
地
奴
貢
献
活
動
の
二

励
し
た
。

一用
者
が
快
適
に
通
仔
で
き
る
環
圃
ル
l
ブ
に
分
か
れ
て
5
粗
類
の
－密
機
械
見
学
会
を
行
っ
て
い
一

参
加
し
た
の
は
、
西
小
の
l

一
附
（
苫
小
牧
、
河
村
監
樹
社
長
）

一環
と
し
て
苫
小
牧
市
内
で
道
路
一

当
日
は
聞
社
役
職
員
ロ
人

一境
に
な
っ
た
。

園
機
械
に
試
弱
点
し
、
大
き
送
呈
や
席
一る
。
今
回
で
日
回
目
と
な
っ

一年
非
加
入
と
悶
小
の
1
年
生
お

町
山
山
U
U
U
U
H
H
H
H
H山
川
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
r』
1
1
1
11
1
11
1
1
1

一た。

一人。

－大
会
に
協
力
す
る
ζ
と
と
し

－た。

I
l
l
i－
－

J
る
と
と
も
に
、
体
闘
に
集
票
一…一必

一た。

て

フ
ジ
オ
体
損
な
ど
で
入
念
に
一な
い
か
と
手
生
徒
の
様
子
を
一J

諒

一

同
天
に
恵
ま
れ
た
大
会
に
一ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
た
あ
一見
守
っ
た
。

－h
詔

一は

、

皇

室

警

ら

内

一と
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
．

2
E
E
Zエ建
一H

誠

一人
余
り
が
多
加
。
開
会
式
に
先
一
M
、
7
J
M、
5
J
M、
34F
一
mgを
は
じ
め
と
す
岳
地
域
の
人
一

頃

一立
っ
て
、
生
徒
代
表
が
4
社
か
－
M
の
4
コ
1
ス
に
分
か
れ
て
マ
一た
ち
に
、
本
当
に
助
け
ら
れ
て
一

川

一ら
ス
ポ
l
yド
リ
ン
ク
1
2
0
一ラ
ソ
ン
に
挑
ん
だ
。

一い
る
。
教
育
環
境
の
経
仰
に
貫
一
～が一

一本
の
提
供
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
一

4
社
か
ら
役
聡
員
5
人
が
参
一献
し
て
も
ろ
っ
て
大
変
あ
り
が
一

一に
甜
辞
争
述
べ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

一加
し
、
コ
ー
ス
上
に
設
け
ら
れ
一た
い
」
と
し
、
引
き
穫
さ
支
援
一

一ア
の
人
た
ち
は
忙
し
い
中
、
あ
一た
日
ヵ
所
の
監
察
ポ
イ
ン
ト
の
－に
期
待
を
寄
せ
た
。

－り
が
と
う
と
ざ
い
ま
す
。
よ
る
一う
ち
5
ヵ
所
を
担
当
。
コ
ー
ス
一

一し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
し
－か
ら
逸
脱
し
な
い
よ
長
補
押
す
－

勝幸辰建設道路清掃

間
近
で
除
雪
機
械
を
見
学

網
建
網
走
道
路
網
走
の
小
学
生
対
象

;ftユ

児
屯
た
ち
は
、
除
包

機
械
を
背
に
記
念
撮
影

し
た
あ
と
、

5
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
蹴

突
。
機
械
の
大
き
さ
や

府
の
尚
さ
に
驚
く
と
と

も
に
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
明
ら
す
な
ど
し
て
、

建
機
の
聡
力
を
体
感
し

京
町

た。

前

M
U
－－

1
j
r
i
f
i
u～

【火曜日］

生徒を見守り安全確保

和工建設、外山建設ら

たし蹄－つよなし脱逸

駒
吋

刊

a
コ

w
E古

日

【

函
館
発
】
和
エ
建
設
出
向
（
今
一様
々
な
形
で
支
援
1

和
エ
建
設

8
－
金
、
制
叫
鴻
雅
敏
サ
d
t）
と
外
山
一で
は
潮
間
社
長
が
後
鐙
会
役
員
一

1
一
建
設
側
（
今
金
、
鈴
木
志
宏
社
一を
務
め
て
お
り
、

2
0
1
6年
一

日
一

民
）
は
昔
、
今
金
高
等
霊
一か

ら

筈

喬

に

周

語

気

一

1
一
学
校
の
マ
ヨ
ソ
ン
大
会
の
迩
笛
一り
や
清
掃
活
動
を
実
施
す
る
な
一

日
一

に
協
力
し
た
。
曲
が
り
角
な
ど
一y
白
色
ろ
か
ら
交
疏
を
図
っ
て
一

4
一
に
立
っ
て
正
し
い
コ
l
ス
に
誘
一い
る
。

－
【
函
館
発
】ス
プ
リ
ン
グ
ボ
l
－人
の
観
光
客
を
招
き
、
押
し
花
一

和
一

導
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
－
一

方
、
和
ヱ
建
設
と
外
山
辺
一ド
ユ
ニ
テ
ィ
幻
（
折
谷
久
英
子
一を
使
っ
た
工
作
を
尖
施
。
日
本
一
計

μ
口
一
の
状
祝
を
見
守
っ
て
安
全
を
施
一段
の
J
Vが
「今
金
高
等
援
護
一理
事
長
）
は
凶
白
、
シ
l
ニ
y
一文
化
の
穏
カ
を
P
Rし
、
交
流
一
m

－
一

保
。
ま
た
、
ス
ポ

1
yド
リ
ン
一学
校
豪
華
造
工
事
」
義

一ク
パ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
書
館

・一
を
深
め
た
＠

一間

七一

ク
童
文
れ
し
、
物
心
喜
一
工
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
空
大
沼
・
噴
火
罪
l
ト
の
活
動
一

雲
霊
長
の
発
案
の
も
一
塁

。一

で
支
γ

えた。

一房
衛
生
設
備
を
担
当
す
る
大
明
一の
一
環
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
1
一と
、
日
本
文
化
に
限
れ
る
機
会
一
M
M

2
一

同
校
の
活
動
に
対
し
て
は
町
一工
業
開
（
函
館
）
、
電
気
設
備
一ル
か
ら
紡
吾
』
観
光
客
の
ガ
イ
一を
設
け
よ
う
と
実
施
し
た
も
↑1
1
M

一
や
農
協
、
商
工
会
、
霊
協
会
一を
担
当
す
る
ユ
タ
カ
包
童
ド
喜
宅
函
館
市
地
域
交
一の
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
島
れ
一与

一
な
ど
で
構
成
す
る
後
策
会
が
、

一
（
間
）
と
計
4
社
で
マ
ヨ
ソ
ン
－流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

m－た
観
光
客
を
対
象
に
、
押
し
花
一吋品
目（

13 
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1 ；文
ニ 主化

i千露
話t元
動 三 P
IてR 
イ 21
ド

を
使
っ
て
コ
ー
ス
タ
ー
と
耐
酬
を
一テ
ィ
ア
ス
タ
y
フ
が
指
帯
。
観
忌
見
せ
た
。

製
作
し
た
。
折
（
合
理
事
長
争
ほ
一光
客
の
創
作
怠
欲
を
高
め
る
よ
一

工
作
を
終
え
た
一一
行
は
、
国

じ
め
と
す
る
8
人
の
ボ
ラ
ン
－う
声
か
け
を
し
な
が
ら
作
業
を
一指
定
宵
要
文
化
財
の
相
馬
家
住

十世

相一

進
め
た
。

－宅
を
見
学
。
日
本
の
歴
史
的
建

自
作
品
完
成
後
、
塁
築
物
に
触
れ
「
と
て
も
そ

越
客
は
「
配
色
を
－つ
ま
く
一い
」
と
喜
び
を
表
し
た
。

空
で
き
た
．
窓
に
飾
り
た
一

折
、
各
理
事
長
は

「ま
た
函
館

戸
い
」
と
思
想
を
。
ス
マ
1
一を
訪
れ
た
い
と
の
声
が
多
か
っ

医
ト
フ
庁
ン
で
宛
影
し
た
一た
」
と
し
M
お
も
て
な
し
の
心
H

．
作
品
の
写
真
を
家
族
に
－の
軍
要
性
を
強
調
。
「
ま
ち
の

圃
送
り

「お
土
産
が
泊
え
一筋
力
を
尚
め
、
広
め
て
い
き
た

－
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
一い
」
と
さ
ら
な
る
窓
欲
を
示
し

F
・
I
・－

llil
i
－－
J

一た。

－
外
国
人
観
光
客
を
も
一

置
て
な

し

た

一


